
要旨

アメリカキリスト教は植民地時代から、長い間ジェンダー・パラドックスに直面してきた。

女性信徒が教会の大半を占める反面、教会の公的リーダーシップは男性によって支配

されてきたという事実がある。しかし１９７０年代に女性聖職者が急増したように､キリス

ト教会における女性リーダーシップは歴史的に一様ではない。本稿は歴史的にも全国

的に拡大したアメリカ・メソディズムを事例研究することによって、女性による宗教的リ

ーダーシップがアメリカ宗教社会において、歴史的に何故､どのように変容・発展してき

たのかを明らかにする。

１９７０年代以降における先行研究では、女性の個人的宗教経験が女性の宗教的リー

ダーシップの変容・発展を促してきたことを論じてきた。しかしながら本稿はアメリカ・メ

ソディズムの歴史を通じて、個人的宗教経験に加え、メソディスト教会の確立した組織性、

そしてメソディスト女性と世俗社会におけるフェミニズムとの連動の三要素がアメリカ・メソ

ディスト女性の宗教的リーダーシップを多様化・発展させてきたことを明確化する。

第１章序論
――アメリカキリスト教における女性リーダーシップの背景――

一神教世界において女性リーダーシップという問題は常に議論されてきた。キリスト教だ

けでなく、現代のユダヤ教やイスラームにおいても女性によるリーダーシップは論争の対象と

なっている。例えばキリスト教では、ローマ・カトリック教会、ギリシア正教会、南部バプテスト

教会などでは未だに女性聖職者を正式には認めていない。多くのカトリック女性は修道女

として宗教的リーダーシップを発揮するが、ローマ法王の下に彼女たちは聖職者と地位的一

線を画する。本稿では女性による宗教的リーダーシップという問題をアメリカ・メソディズムと

キリスト教における女性リーダーシップの変容――アメリカ・メソディズムという事例研究を通じて――
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いう事例に焦点を当てて議論し、アメリカ・メソディズムにおける経験が幾つかの点で他の宗

教的コミュニティに反映できるものと考える。

アメリカのキリスト教は植民地時代から長い間ジェンダー・パラドックスに直面してきた。

女性平信徒が教会の大半を占める反面､公的なリーダーシップは男性によって支配され

てきたのである。女性による宗教的リーダーシップは１７世紀から見られるが、プロテスタ

ント主流派教会1）において女性聖職者が急増し始めたのは１９７０年代になってからであ

った。正式に女性聖職者を認めているキリスト教派の中で、１９９０年代初めには全聖職

者の１０％が女性となる2）。

しかしながら公的リーダーシップを獲得した女性聖職者たちも、教会に内在化する「ガラス

の天井（glass-ceiling）」現象やジェンダー・ステレオタイプなどの問題に取り組まなければな

らなかった。例えば多くの女性聖職者たちは､母親としての女性は子育てに健忘であるべ

きだから、聖職を義務として全うすることは困難であるという偏見を受けやすい。特に１８歳

以下の子供を持つ女性聖職者は、時として育児に従事していないと見なされる3）。そのよう

な理由から､男性聖職者と違い、女性聖職者はしばしば独身を守ることを求められてきた。

なぜこのように多くの人々や様々な宗教組織は女性の宗教的リーダーシップに抵抗する

のだろうか。社会的・文化的に構築された慣習やジェンダー・ステレオタイプがその理由のひ

とつに挙げられる。社会的・文化的に根ざした慣習やイメージというものは決して宗教組織

に限ったことではなく､他の様々な「男性的」職業においても同様であり、女性は生物学的

にもリーダー的地位に相応でないと広く認識されてきた。例えば１９世紀アメリカ社会におい

て「真の女性らしさ」4）という概念が社会の規範的価値になると、特に経済的・政治的・宗

教的領域において女性は専門的なリーダーシップに適応できないと考えられることが多かっ

た。いまひとつ女性の宗教的リーダーシップに抵抗する大きな要素としては、正典化された

教義が挙げられる。キリスト教の場合、聖書解釈が直接宗教的リーダーシップに論争的に

結びつく。例を挙げれば、イエスは女性を使徒に選ばなかったため、女性は宗教的リーダー

シップに相応しくないと主張する人 も々いる。女性が説教者には相応しくないと言う理由が

他に、「あのイゼベルという女は自らを預言者と称して僕たちを惑わせる」（ヨハネの黙示録

２・２０）、「婦人は静かにしているべきです」（テモテへの手紙｡ ２・１１‐１２）、「婦人たちは､教

会ではだまっていなさい」（コリントの信徒への手紙｡ １４・３４）などの聖書句がある5）。

創世記においてエバがアダムのあばら骨からつくられたという話も女性による宗教的リーダ

ーシップに反駁する神学的根拠となる6）。また、必ずしも男性だけが女性の宗教的リーダー

シップに反対してきたわけではない。聖書直解主義にしたがって、ある女性平信徒は女性説

教師を批判する例もある：

神の意図に従い、あなたはあなたの夫に対して慎重に服従し敬わなければならな



い…　男性の権力を強奪しようとする今日の不幸な女性たちを御覧なさい。彼女た

ちの努力は神の言葉に約束されていないがために、効果もなく自己破滅的で惨め

な結果に終わるでしょう…女性の言葉を通じて、悪魔が多くのキリスト教徒の家庭を

破滅させるのです…聖書に記されている「従順」という言葉だけが、このような問題

を解決するのです。男性を家長として「尊敬する」ことが彼のためになるのです。私

が信仰と信頼を以って男性を支えるならば、彼は私を保護し、完全なものにしてくれ

るでしょう7）。

逆にまた、多くの男女がこのような女性リーダーシップを抑圧する動きに様々な方法で挑

戦してきた。ひとつは聖書、特に女性の説教や活動に触れる聖書句を再解釈する方法で

ある。アメリカのフェミニスト神学者であるローズマリー・リューサーは、フェミニスト神学とは女

性の経験を包括することで聖書とキリスト教伝統を再解釈すると論じている8）。

教会組織内における草の根運動も重要である。女性たちはしばしば彼女ら自身の教会

内において、女性だけの下部組織を結成することでリーダーシップを維持してきた。１９世紀

後半における宣教社会では､女性たちは自分たち自身で宣教会を管理・運営し、教会内に

女性の独立した権力を獲得した。

また、女性の個人的宗教経験を擁護することによっても女性リーダーシップにおけるジ

ェンダーによって規定された境界を拡大してきた。説教師になるように神から啓示を女性

が受けたとき、それを個人的経験として擁護することによって女性たちは内在化した性差

別に抵抗してきたと、スーザン・リンドレイは述べている9）。例えばクエーカーのカリスマ的

リーダーであったアン・ハッチンソンは、神からの天啓を擁護することで彼女自身のピュ

ーリタン教義の個人的解釈と経験を強調した10）。

さらには、世俗的な社会運動も教会内の女性リーダーシップの変化に影響をもたらす。顕

著な例としては､１９６３年に発行されベティ・フリーダンが著した『女性らしさの神話（Feminine

Mystique）』が第二派フェミニズムの幕開けとなり、そしてそれがフェミニスト神学の台頭に連

動することとなった。

また他の国と異なって、アメリカの宗教経験と歴史は宗教的多元主義に根ざしている。宗

教社会学者ジュリア・コルベットは、アメリカ合衆国憲法修正第一条の政教分離原則が、建

国期時代からアメリカ市民に多大な宗教的自由を与えていると明確に指摘している11）。宗教

的多元主義に対するアメリカの基本的認識は、教派の違いだけでなくジェンダーの差異にも

その範囲を広げる。憲法上、連邦・州政府は女性リーダーシップを擁護するいかなる宗教コ

ミュニティも排他することはできない。

アメリカキリスト教における女性の宗教的リーダーシップは複雑な道を辿ってきた。「女性の

宗教的リーダーシップ」という定義自体が常に多義で複雑である。その定義は宗教的教育

キリスト教における女性リーダーシップの変容――アメリカ・メソディズムという事例研究を通じて――
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者､神学者、聖職者など、多様なリーダーシップ形態を包括する。非聖職の女性リーダーシッ

プと聖職の女性リーダーシップの間に分離があるものの､その境界線はアメリカキリスト教史

の中で常に両義的で不鮮明であった。

第2章アメリカ・メソディズムの大衆性と多様性

大衆的宗教運動としてのメソディズム

次に本稿における議論を、広角なアメリカキリスト教という視点からアメリカ・メソディズムと

いう事例に狭めて考えてみる。メソディズムの起源は、当時英国国教会の牧師であったジョ

ン・ウェズリー（1703-1791）にある。「メソジスト」の語源は聖書に記されている､どのように生

きるかという「方法（method）」にある。この「方法」を模索することを目的とした、当時イギリス

の宗教団体「ホーリー・クラブ」にウェズリーは参加していたのである。１８世紀半ば、ジョン・ウ

ェズリーとその弟チャールズ・ウェズリーはアメリカ植民地に初めてメソディズムをもたらすが､

成功しなかった。しかしその後、バーバラ・へックやトーマス・ウェッブらによってメソディズムは

平信徒運動としてアメリカの地において組織化されてゆく。さらにフランシス・アズベリーの登

場はアメリカ・メソディズムの興隆において重要な存在となる。フランシス・アズベリーは１７８４

年にイギリスのジョン・ウェズリーからアメリカへ派遣された。

アメリカ・メソディズムは以下の３つの理由によって、プロテスタント主流派における女性リー

ダーシップ問題を効果的に反映する事例研究となりえる。まずひとつに、アメリカにおいてメ

ソジストは巨大な教派である。特にアメリカ・メソディズムは独立革命から南北戦争までの時

代に急速に信徒を獲得し、１７７０年に信徒が１０００人以下だったが、１８２０年には２５０万人、１

８３０年にはおよそ５００万人にまで達した。また、１７７５年に全アメリカキリスト教人口のうちメソ

ジストの占める割合はわずか２％だったのに対し､１８５０年には３４％にまで伸びている12）。

南北戦争を境にメソジストの急速な発展は翳りを見せ始めるが、２０世紀に入っても徐々

に信徒数を拡大していった。例えば、今やほとんどのメソジストが１９６８年にメソジスト教派内

の合併で設立した合同メソジスト教会（the United Methodist Church）の信徒であり､当教

会はアメリカ・プロテスタント諸教派の中で２番目に大きい教派である。現在､アメリカキリスト

教最大の教派はローマ・カトリック教会であり､アメリカ・プロテスタント最大の教派が南部バ

プテスト教会である。合同メソジスト教会の信徒数は２００２年の時点でおよそ８２５万人であり、

アメリカキリスト教において３番目に大きい規模である13）。

ふたつ目の理由はアメリカにおけるメソディズムの地理的普遍性である。メソジスト教派は

ミシシッピ川以東とアメリカ西海岸にとりわけ集中しているものの､合衆国内ほぼ全域におい

て確認できる。例えば反対に､南部バプテスト教会はアメリカ南部に､ルター派はミシガン週

域に偏っている14）。



三つ目の理由としては、メソディズムは歴史的にアメリカ建国期時代から全国的な運動だ

ったという点である。独立革命後の急速な社会変容に伴って、メソディズムは大衆的宗教運

動へと発展していった。宗教歴史学者ジョン・ウィガーは、初期アメリカ・メソディズムが革命後

アメリカ社会の宗教的「自由市場」に適応したと論じている。長老派、組合派、監督派など

のニューイングランド地域に集中するプロテスタント教派が聖職ヒエラルキーやエリート教育を

重視するのに対し、メソジストは一般大衆が教会内において宗教的権力を維持できるように、

大衆的宗教活動や政教融合システムからの逸脱を強調した15）。

独立革命後における文化的･社会的価値の変容にメソディズムが適応する中で、多くのメ

ソジスト女性たちは教会において多様な役割を担い、運動の形成に参加していった。例え

ば多くのプロテスタント主流派教会と同じように、１９世紀後半に台頭した国内・海外宣教運

動は、メソディズムにおいても女性リーダーシップの変容を助長した。南北戦争以前、メソジ

スト女性たちによる宣教会の発展は地方レベルに限られていたが、南北戦争以後になると

全国的に組織化されてゆく。２０世紀初頭までには、ほとんどのプロテスタント教派が女性に

よる宣教組織を持つまでに至る16）。

西部開拓の発展に伴ってメソジストが宣教運動を拡大したため、女性たちは新しい役割

に従事する機会を得ることができた。特に独身女性は説教師として活躍し始めた。初期メ

ソディズムにおいて、女性が聖職権を持って説教することはメソジスト・プロテスタント教会

（the Methodist Protestant Church）のみにおいて認められ、メソジストの主流派教会であっ

たメソジスト監督教会（the Methodist Episcopal Church）では正式には否認されていた。１

９６８年に最終的にメソジスト諸教派が合同メソジスト教会として合併するまでの間、女性聖

職者問題は恒常的にメソジスト内で議論された。宗教歴史学者ジャネット・ハッセイによれば、

メソジスト監督教会などの大規模な教派では、多くの女性聖職者もしくは女性リーダーたち

は過去に宣教師を経験していた場合が多いと指摘する17）。

宣教会の中で女性たちは独自に財政管理をし、伝道・教育・社会福祉などの分野で彼

女らの宗教的役割を拡大してゆく。例えば、メソジスト監督教会は１８６９年にthe Women’s

Foreign Missionary Societyを設立した18）。メソジスト教会（the Methodist Church）が女性

に聖職権を与えたのは１９５６年だが、それ以前に多くのメソジスト諸教会が女性海外宣教

師たちには聖職権を事実上与えていた19）。また、１９世紀半ばに台頭した国際的な宣教運

動は多くの人々に女性リーダーシップの拡大を認知させ、女性たちの連帯を促した。１８６１年

にはthe Woman’s Union Missionary Societyが組織された20）。

未開拓フロンティアの存在も、メソジストの宗教的リーダーシップを「フェミナイズ（feminize）」21）

した重要な要素である。西部フロンティアは宗教的に「未開」だと見なされたため、メソジスト

巡回説教師たちは西部各地を宣教してまわった。アメリカ・メソディズムが地理的に拡大し大

キリスト教における女性リーダーシップの変容――アメリカ・メソディズムという事例研究を通じて――
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衆化されたのは、巡回説教師制度22）による部分が大きい。多くのメソジスト女性たちが巡回

説教師の妻として、巡回説教師への宿泊提供者（hostess）として、説教師そのものとして１９

世紀に活躍した23）。

アメリカ・メソディズムにおける多様性

メソディズムは建国期から統計的・地理的・歴史的に大規模で、多くの女性や多様なエス

ニック集団、特に黒人を信者として獲得してきた。現在、ほとんどのメソジストが合同メソジ

スト教会の信徒であるが、メソディズムの様相と歴史は決して一様ではない。地理的、人種

的、神学的、またはジェンダー的な理由からメソジスト諸教派は分裂と合併を繰り返してきた

歴史がある。アメリカ植民地において、１７７３年に初めてメソジスト牧師たちによる会議が開か

れた。以後１７８４年にバルティモアで開催された牧師たちの有名なクリスマス協議会（the

Christmas Conference）を通じて、メソディズム運動はメソジスト監督教会として組織化される。

メソジスト監督教会の成長に併せて、２つのドイツ系移民を中心としたメソジスト教派が台頭

した。１８００年には合同ブレズレン教会（the Church of United Brethren）が、１８０３年には福

音教会連合（the Evangelical Association）が創設された。さらには、メソジスト監督教会が

平信徒の議会決定権を承認しないという理由から、１８３０年に約５０００人の牧師と信徒が教

会を離脱し、独自にメソジスト･プロテスタント教会を建てた24）。

また奴隷制はメソディズムにおいて非常に論争的な問題であった。１９世紀前半にはメソ

ジスト監督教会は地理的に二分化され、北部中心の反奴隷制を掲げるメソジスト監督教会

と南部中心の奴隷制を擁護する南部メソジスト監督教会（the Methodist Episcopal

Church, South）に分裂した。

女性の役割も、それぞれのメソジスト教会によって異なって構築されていた。南北戦争後

のアメリカ社会において宣教運動が拡大するようになると、多くのメソジスト教会が女性と平

信徒の役割について議論し始める。例えば、合同ブレズレン教会は１８８９年の協議会

（General Conference）で女性の聖職権を承認したのに対し、メソジスト監督教会と南部メ

ソジスト監督教会は、両教派が１９３９年にメソジスト教会として合併されるまで女性の聖職権

を否認し続けた。また協議会への女性の討議権については、メソジスト･プロテスタント教会

が１８９２年、合同ブレズレン教会が１８９３年、メソジスト監督教会が１９０４年、南部メソジスト監

督教会が１９２２年に承認している。福音教会連合は決して女性聖職権と女性の平信徒とし

ての権利を認めることはなかった。そして１９３９年にはメソジスト監督教会と南部メソジスト監

督教会、メソジスト･プロテスタント教会が１９３９年に合併してメソジスト教会となる。第二次世

界大戦以降も、メソジスト諸教派の中で教会合併は続き、１９４６年には合同ブレズレン教会

と福音教会連合が合併して福音合同ブレズレン教会（the Evangelical United Brethren



Church）が新たに設立される。

このような教会合併の際には、女性の聖職権が論争的な問題となり、複雑な決定が下さ

れていった。１９４６年に合併した福音合同ブレズレン教会は、女性聖職権は認めないという

福音教会連合の伝統を受け継いだ。しかしながら１９６８年にメソジスト教会と福音合同ブレ

ズレン教会が合併して大規模な合同メソジスト教会が設立された時、合同メソジスト教会は

女性聖職権を原則的に保障した。

建国期以降の黒人メソジストの存在についても議論を避けることはできない。アメリカ・メ

ソディズムは一般平信徒を重視し、多様な人々に宗教的に自由な空間を提供したため、黒

人メソジストにとっても自分たちで宗教活動を担うことが比較的可能であった。１９世紀初頭

には、北部都市地域の自由黒人たちによってアフリカ・メソジスト監督教会（the African

Methodist Episcopal Church）とアフリカ・メソジスト監督シオン教会（the African Methodist

Episcopal Zion Church）が創設された。１８６３年に奴隷制が廃止されると、奴隷であった多

くの黒人たちがこれら黒人メソジスト教会の信徒となっていった。他のプロテスタント教派に

おいても言えることだが、黒人メソジストの性質は、白人メソジストや主流のメソディズムとは

多くの場合において異なっている。例えばジェンダーというアイデンティティは、黒人教会にお

いて独自に構築されてきた。黒人女性はジェンダー・人種・階級のいわゆる「三重苦」を受け

るため、黒人女性と白人女性の経験は違ったものになる25）。

白人教会においても同じようなことが言えるが、黒人教会のほとんどの男女が、女性が宗

教的リーダーシップを担うことは男性の権威を侵食すると考えてきた。宗教学者デロレス・カ

ーペンターやジュディス・ウェイゼンフィールドによれば、世俗的社会は歴史的に白人によって

支配されていたため、黒人男性はリーダーシップを教会の中でしか発揮することはできなか

った。それゆえ黒人女性信徒たちはジェンダーの問題よりも黒人という人種を向上させるこ

と（racial uplifting）を優先しなければいけなかったため、抑圧されている性差別よりも人種

差別に貢献するべきだと考えられていた26）。

また、１９世紀半ばにアメリカ･メソディズムからホーリネス運動が台頭し始めたことも触れて

おかなければならない。メソジスト監督教会がアメリカ中産階級文化に急速に同化していくこ

とに反発して、ホーリネス派であるウェスレイアン・メソジスト教会（the Wesleyan Methodist

Church）が１８４０年代に、自由メソジスト教会（the Free Methodist Church）が１８６０年に創設

された。これらホーリネス主義のメソジスト諸教会は、急速的に発達したメソジスト監督教会

のブルジョワ的性質を批判し、初期メソジスト運動において重要視されていた超越的霊性、

禁欲的道徳性、聖別（sanctification）の教義を強調する立場である27）。

このようにアメリカ･メソディズムの性質はあまりに多様化されているため、本稿における議

論がアメリカ・メソディズムの全ての部分を反映することはできない。しかしながら、主流のメ
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ソジスト神学や歴史的伝統というひとつのレンズを通じて、どのように女性の宗教的リーダー

シップが発展してきたかという議論は非常に重要である。

第３章アメリカ･メソディズムの歴史的伝統における女性リーダーシップ

メソジスト神学における個人的経験の重要性

アメリカ・メソディズムの神学は、創始者ジョン・ウェズリーが記した書物にその起源がある

「メソジスト・クアドゥリラテラル（the Methodist Quadrilateral or the Wesleyan Quadrilateral）」

にその基盤がある。「メソジスト・クアドゥリラテラル」とは４つの要素（“Quadri”とは「４」を意味

する）―聖書、伝統、経験、理性―に従って真理を考える神学的理解である。他のキリスト

教グループと同様に､アメリカ・メソディズムは、聖書に基づいて神を考える。聖書はキリスト

教徒にとっての聖典である。また、メソジストたちは何世紀にもわたってキリストの教えにおけ

る真理を解釈しつづけてきたが、彼ら/彼女らは真理解釈の歴史的プロセスをひとつの伝統

として重要視してきた。しかし歴史的伝統はしばしば社会的に周縁化された人 を々抑圧す

る。それ故、アメリカ・メソジストは人々の個人的経験を重視し、伝統を多様化してきた。メソ

ジストは、聖書や歴史的伝統が個人的経験に基づいて理解されなければ、それらは有効に

機能しないと考える。そして最後に､「メソジスト・クアドゥリラテラル」は聖書や伝統について

語る時に、理性に従って批判的視座に立つ。批判的視点から聖書やキリスト教の歴史を解

釈することは、メソジストの神学的理解をより拡大させる。これら４つの要素は常に相互連関

している。ジョン・ウェズリーは１７００年代からメソジスト信徒に「クアドゥリラテラル」に従うよう

促し、この神学的理解は現在まで影響力を持ち続けてきた。

女性による宗教的リーダーシップを語るときに、アメリカ・メソジストが個人的経験を重視し

てきたということは重要である。多くの場合において女性の宗教的リーダーシップは文化的

慣習や聖書的伝統によって制限されてきたが、経験の権威はアメリカ･メソジストの歴史の中

で、宗教的リーダーシップにおけるジェンダーによって規定された境界を変容させてきたので

ある。例えば、ジョン・ウェズリーは女性による「例外的天啓（extraordinary call）」―説教師

になるようにという神からの啓示を受けること―を認めていた。ウェズリーによれば、「彼女た

ち（メソジスト女性）は自らを神に対する個人的経験に位置づけていた」28）。

アメリカにおける信仰復興運動、例えば第一次大覚醒（ニューイングランド地域・中部植民

地では１７４０年代、アメリカ南部では１７６０年代に台頭する）においては、個人的宗教経験を

強調して説教活動に積極的に参加するメソジスト女性で溢れた。クェーカー教徒を除けば、

このようなメソジスト女性はキリスト教における初めての女性説教師の例である29）。

また、女性に対して最も開かれた宗教活動のひとつは礼拝であった。少数の女性で

はあったものの、彼女たちは教会での礼拝の中で超自然的ヴィジョンを表現することによ



り「神から力を授けられた」、「例外的な」女性だと賞賛された。１７９８年から１８３０年代に

起こった第二次大覚醒において巡回説教師として活躍したメソジスト女性たちは、彼女

たちの夫や子供たちを回心させ、教会内の教権主義を緩和することでリーダーシップを

発揮したのである30）。

メーン州の巡回説教師の妻であったファニー・ニューウェルは、神からの「例外的天啓」を

彼女の個人的経験として受けることで自らの宗教的リーダーシップを主張した。ニューウェル

によれば、「女性による礼拝や説教に対するいかなる批判も私は気にとめません…なぜなら

ば主が私に説教をするようにお導きになったのを強く感じたからです」31）。

このような信仰復興運動を通じて、女性たちは説教をする機会をより多く持ち、宗教的な

自己参加意識を発展させてきたのである。信仰復興運動は狭義的に限定された教会とい

う場所において､女性の自立と自己定義を促したと言えよう。

ジョン・ウィガーは、ジョン・ウェズリーが聖書と個人的経験の両方を強調していたこが重要

であると指摘する。建国期アメリカ社会において大衆は社会的・経済的自立を求めていた

ため､メソジスト運動は多くの男性と女性信者の獲得に成功できた32）。この時期、多くのメ

ソジスト女性が当時の美徳的価値観であった「共和国の母」33）に束縛されたものの、逆に

腐敗したイメージの男性を守る霊的守護者として道徳的権威を発揮したのである。アメリカ・

メソジストの神学と歴史は、個人的経験がいかに女性による宗教的リーダーシップを発展さ

せるかというひとつの議論を提供する。

さらに、アメリカ宗教史の先行研究における理論的枠組みが、個人的経験の権威を分析

することがいかに重要かを示している。１９６０年代以前の多くの宗教史家たちは、宗教的要

素としての個人的経験の重要性を軽視する傾向にあった。宗教史家たちはしばしば、教会

における個人的経験や信仰的熱狂を「誤った宗教」または「感情主義」と見なしたのである。

宗教学の文脈において大衆的な敬虔主義は、それが学術的に合理的な主題でないとして

「悪い」宗教と見なされてきたのである34）。

しかしながらアマンダ・ポーターフィールドによれば、１９６０年代以降に多様化してきた宗教

的スペクトルは多くのアメリカ人の信仰的傾向を個人化させ、伝統的慣習に縛られない宗教

活動に個人が自由に参加できるような環境を創りだしたのである35）。一部のキリスト教徒や

宗教学者たちは、個人的霊性や個人的宗教経験は公民道徳や社会秩序を維持することに

貢献しないとして批判する。しかしポーターフィールドは、ピューリタンたちは聖霊に対する能

動的経験というような個人的宗教経験を元来重視していたと論じている。内的な宗教経験

は、聖書絶対主義や教会的伝統といった外的な宗教権威よりも、しばしばキリスト信者た

ちを社会的に結束させやすい36）。ポーターフィールドによれば､教会伝統や聖書解釈だけで

なく、個人的宗教経験も植民地時代から「社会的結合剤」を社会に提供してきたのである。
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しかし信仰的傾向の個人化は、学術的に植民地時代からあまり注目されなかったとして、ポ

ーターフィールドは以下のように論じている。「例えばアン・ハッチンソン裁判の問題は今もアメ

リカ宗教社会に貢献しつづけている。個人的経験を最重視して外的権威に抵抗することは、

実は多くの場所や時代に見られていた。例えば２０世紀初頭の小説家や社会運動家たちは

知識的自由に対する熱狂主義を表現していたのである」。37）

この文脈でポーターフィールドが主張したいのは、個人的宗教経験は実際のアメリカ宗教

生活において最も重要な要素の一つであると長い間考えられてきたということである。個人

的経験は信仰者の宗教的理解を形成する。それ故､宗教的カテゴリーとしての個人的経験

は女性の宗教的リーダーシップとも密接に関連していると言えよう。

メソジストの組織体系

アメリカ・メソディズムは経験の権威を強調してきただけでなく、女性の宗教的リーダーシッ

プを促すような確立された組織体系を発展させてきた。例えば、メソジスト諸教派の中で最

大規模の合同メソジスト教会は、教会の最高権威である協議会（General Conference）によ

って組織的に統治されている。合同メソジスト教会の１９７６年協議会では、教育的で専門的

な聖職を発展させる法規を可決した。この法規は女性聖職者を完全に受け入れたわけで

はなかったが、教会が女性聖職者を積極的に扱う方向付けにあることを明確化したのであ

る。合同メソジスト教会は女性聖職者の完全な権利を迅速に履行することはできなかった

が、他の多くのプロテスタント主流派教会よりははるかに迅速であった38）。

合同メソジスト教会の聖職者雇用は「任命制度（appointment system）」によって決定され

る。雇用される聖職者は地方監督者、教会の聖職者との協議の上、監督によって任命さ

れる。これを別の言葉で「巡回説教師制度」39）と呼ぶ。監督は男女聖職者任命の優先決

定権を持っており、任命した後は聖職者を地方教会に派遣する。一度聖職者に認められれ

ば、その任命は教会の例年会議を通じて保証される。規律書（The Book of Discipline）―

４年ごとに改定される合同メソジスト教会の公式な規約書―は監督が女性聖職者に対して

不平等に扱うことを禁じている。規律書によれば、「開かれた巡回説教師制度は、聖職者

の任命が人種､民族的背景、ジェンダー､肌の色、婚姻関係、年齢などによって左右されな

い」としている40）。

任命制度に基づく巡回説教師制度はバプテストのような他のプロテスタント教派における

「招聘制度（calling system）」とは異なる。任命制度は聖職者の雇用が大衆の意見に基づ

かないために､女性聖職者に平等主義的な環境や雇用マーケットを提供する。それ故､合

同メソジスト教会では聖職決定プロセスにおいてジェンダー・ステレオタイプが機能しにくいと

言える。それに較べて招聘制度においては、地方教会の一般信徒が女性聖職者受け入れ



の是非を決める権利を持つのである。この制度においてジェンダー・ステレオタイプは聖職決

定に影響する可能性が高く、ジェンダー・ステレオタイプが組織的システムによって制限されな

いために女性の雇用平等を否定することがある。

合同メソジスト教会の強調された組織的特徴は、女性の宗教的リーダーシップを促進す

る意味で重要である。例えばバプテストは平信徒が権力を持っているが、合同メソジストの

ように中央集権化された体系は持っていない。合同メソジストと同様に、バプテストはその感

情的な礼拝形式や熱狂的な宗教環境、特に信仰復興運動などから個人的宗教経験を促

し、宗教的要素としての個人的経験を軽視する教権主義に挑戦してきた 41）。

しかし幾つかの点において、バプテストは合同メソジストのように女性リーダーシップにお

ける個人的経験を擁護してこなかったのである。教派の多様性と分散された組織形態から、

多くのバプテストたちは女性聖職者を擁護することができなかった。アメリカ・バプテスト教会

は積極的に女性による宗教的リーダーシップと女性聖職者を擁護してきたが、南部バプテス

トにおいては公式に女性聖職者を認めておらず、女性の宗教的リーダーシップには消極的

である。南部バプテストは聖書直解主義を強調することで、女性が説教師になるようにとい

う天啓（個人的経験）を軽視してきたのである。それに反し、アメリカ・メソジストは教会の組

織化を発展させるのと同時に、均衡を保つために個人的経験も強調してきた42）。

合同メソジスト教会の場合､興味深いことに、宗教的リーダーシップを抑圧しうる教会組織

体系というものが､任命制度を通して女性による宗教的リーダーシップの境界を変容させて

きたのである。アメリカ・メソディズムは女性による宗教的リーダーシップの平等主義的環境を

推進するために、組織的発展と個人的経験を促してきたと言える。

メソディズムにおける宗教と世俗の相互連関

教会における女性リーダーシップの変容は、宗教的リーダーシップにおける変化と世俗的

リーダーシップにおける変化の相互連関によっても影響される。例えば、アメリカ・メソジスト女

性が創始した１９世紀後半の矯風運動がそのひとつの例である。矯風運動は女性の宗教

的リーダーシップを促した重要な要因でもあった。矯風運動の卓越した指導者でありキリス

ト教婦人矯風会（the Women’s Christian Temperance Union）の創始者でもあったフランシ

ス・ウィラードは、メソジスト女性同様、全ての女性は教会の内外において新たな役割を担う

べきだと明言した。ウィラードはこのような新たな役割を担うメソジスト女性を「新しいメソジス

ト女性（New Methodist Women）」と称した43）。このような意味で、ウィラードは「分離領域

（separate spheres）」44）の境界を脱構築し、教会の内外の女性に、女性のリーダーシップと

いう意味でジェンダーの再定義を示したのである。また、この時キリスト教婦人矯風会で最

も好まれて使われていた標語は、「女性は私的で家庭的な領域から公的な世界へ動くべき
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である」という言葉だった45）。

ウィラードはメソジスト女性たちに、労働問題、平和運動、社会福祉、矯風運動、参政権

のような世俗的で社会的な運動に積極的に参加するように強く促した。宗教歴史学者ジー

ン・シュミットも、キリスト教婦人矯風会が女性のリーダーシップを教会から世俗社会に拡大し

たことを指摘している 46）。

メソディズムにおける宗教と世俗の相互連関についてのふたつ目の例は、１９世紀後半に

台頭した宣教運動である。宣教運動はアメリカ・メソディズムやアメリカキリスト教における女

性の宗教的リーダーシップを変化させてきた点で重要であるが、その過程において宗教と世

俗を相互連関させてきたことも注目に値する。女性による宣教運動は多くの平信徒たちに

刺激を与えたが、刺激を与えられる前は、彼ら/彼女らは女性参政権に関心のない人々であ

った 47）。そのような意味において、１９世紀後半に台頭した女性による宣教運動は、教会外

における女性リーダーシップ推進の触媒となったのである。メソジストの宣教会は常にアメリ

カ世俗社会と相互連関し、そこにおいて女性リーダーシップを変容させたのである。

３つ目に挙げられる例は１９世紀後半のディーコネス運動（deaconess movement）であ

る。１８８０年代にメソジストたちは新たな教会職である「執事（deacon）」をつくりだした。

執事とは基本的に奉仕的な仕事ではあるが､この時代あまり教会職に縁のなかった女

性たちにとってはひとつの進展となったのである48）。この執事運動は教会の内外にお

いて社会福祉の分野で女性のリーダーシップを促進させた49）。

これら３つの例は、女性による宗教的リーダーシップの変容が女性による世俗的リーダー

シップの変化に影響され、また逆も然りであるということを示している。

第４章結論　――ジェンダーによって規定された境界を越えて――

アメリカ・メソディズムの伝統は多くの場面において女性による宗教的リーダーシップを発

展させてきた。なぜならば；（１）メソジストたちは聖書・伝統・経験・理性を平等に重視するク

ァドリラテラルに従ってきたからである；（２）組織化されたメソジスト教会の体系が不平等なジ

ェンダー観を制限したのである；（３）女性による世俗的リーダーシップの変容が教会における

女性リーダーシップと相互的に影響しあった。これら３つの環境はメソジスト女性たちに、宗

教的リーダーシップにおけるジェンダーによって規定された既存の境界を越えることを促した

のである。特に１９７０年代においては、彼女たちは宗教的リーダーシップの境界を両義的な

（公認されていない）地位から聖職へと急速に変化させた。２０世紀末までに、合同メソジス

ト教会は全てのプロテスタント教派の中で最も多くの女性聖職者を抱える教派となった50）。

最近の統計によると、合同メソジスト教会は聖職者の１７．５％（７，８０３人）51）が女性である

のに対して、南部バプテスト教会はその規模（２０００万人以上）にもかかわらず女性聖職者



（非公認）は僅か１００人程度である52）。

女性による宗教的リーダーシップや女性聖職者問題に関する１９７０年代から１９８０年代

にかけての研究は、その枠組みが組織的、職業的、神学的な視座に限定される傾向に

あった。しかし個人的経験に基づく分析は、アメリカ・メソディズムにおける女性リーダー

シップの再解釈に貢献することができたと言えよう。アマンダ・ポーターフィールドのような

より最近の学者たちは、女性による宗教的リーダーシップの議論の中で個人的経験の重

要性に気づき始めてきた。しかしながら本稿における最も重要な議論は、個人的経験の

権威と教会組織化の均衡な組み合わせが女性による宗教的リーダーシップを変容させ

てきたという点である。個人的経験を強調するだけでは、女性による宗教的リーダーシッ

プを変化させるのに必ずしも十分ではない。アメリカ・メソディズムという事例研究を通じ

て、組織的構造､世俗的フェミニズムとの相互連関、個人的経験の重視という３つの要素

はいかに女性による宗教的リーダーシップがジェンダーによって規定された境界を越えて

きたかということを明らかにするのである。

本稿はアメリカ・メソディズムにおける女性リーダーシップの変容を議論してきたが､この議

論を一神教世界や他の宗教コミュニティにどのように反映できるのだろうか。アメリカ・メソデ

ィズムにおける女性による宗教的リーダーシップの変容は、全ての宗教コミュニティにおいて、

ジェンダーによって規定されるリーダーシップの境界が変容するという総体を照らし出すひと

つの縮図である。広義的視座から捉えれば、この事例研究は人類社会と歴史の中でジェン

ダーによって規定される役割がどのように変化してきたかを表している。女性による宗教的リ

ーダーシップが歴史的プロセスの中でどのように変容してきたかを分析することは、全ての宗

教コミュニティにおける構築されたジェンダー関係を考えさせてくれる。本稿では３つの要素

（経験の権威、教会の組織化、宗教/世俗の相互連関）がアメリカ・メソディズムの中で、いか

に女性による宗教的リーダーシップが積極的に発展してきたかを論じている。必ずしもこの

３つの要素が全ての宗教コミュニティにおけるジェンダーによって規定されるリーダーシップの

境界を常に変化させるとは言えないが、変化させる可能性を提示することはできると考える。
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